
第２７９回 国立大学法人鹿屋体育大学役員会議事要旨 

 

 

日  時  令和４年６月２日（木）１０：２８～１１：３０ 

 

場  所  大会議室 

       

出 席 者  金久学長、前田理事、平川理事、原田理事 

 

陪 席 者  秋元監事、小林監事 

事務局 川西総務課長、竹下施設課長 

 

議  題 

  １．第２７８回議事要旨確認 

     原案のとおり確認した。 

 

  ２．諮問事項 

     な し 

 

   審議事項に入る前に、金久学長から5月25日開催の国立大学協会九州地区支部会議及び5 

月27日開催の全国体育系大学学長・学部長会総会について報告があった。 

国立大学協会九州地区支部会議では、社会的インパクトについての定義・指標等が承合 

事項として各大学から書面で回答されたが、特に総合大学は苦慮しており、検討中の大学 

が多い中で、本学は体育・スポーツ・健康・武道等にねらいを絞って検討していくなど方 

向性は整理できていると思われる旨発言があった。 

また、本学から質問していた監事の常勤化については、外部から見ても評価できる形態 

であればよいという説明が文部科学省からあったことが報告された。 

全国体育系大学学長・学部長会総会では、ガバナンスの在り方が議論され、また、入学 

定員割れについても話題となっており、本学も３～４年後の実現に向けて、今年度中に入 

試委員会を中心に定員の見直しを行っていくことが報告された。 

 

  ３．審議事項 

①教員の自己点検・評価（令和３年度実績）の評価区分について 

川西総務課長から、資料２に基づき教員の自己点検・評価（令和３年度実績）の評価 

区分について説明があり、その説明を踏まえ金久学長から原案が諮られ、審議の結果原 

案どおり了承された。 

 

②国立大学法人役員賠償責任保険（令和４年度分）における法人の保険料負担割合につ 

いて 

川西総務課長から、資料３に基づき国立大学法人役員賠償責任保険について、主に国 

立大学法人総合損害保険と重複する部分と重複しない部分の補償について説明があっ 

た。引き続き、平川理事から役員賠償責任保険料の各役員の負担割合について説明があ 

り、金久学長から諮られ、審議の結果原案どおり了承された。 

 

③令和５年度鹿屋体育大学概算要求（施設整備費）について 

竹下施設課長から、資料４に基づき令和５年度鹿屋体育大学概算要求（施設整備費） 



について説明があり、金久学長から諮られ、審議の結果原案どおり了承された。 

 

４．報告事項 

な し 

 

５．その他 

   ①次回役員会の日程について 

次回は、令和４年６月８日（水）経営協議会終了後臨時で開催することとした。 


